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　地域看護実習では前述のような結果を得たが、考え
てみれば「対象者が自立をめざして、その人なりに生
きていこうとするのを援助する」という考え方は、地
域看護だけのものではない。病院看護においても、看
護の本質は同じである。この本質について、いかに学
生の学習を深めるかが今後の課題となった。地域看護
実習に限らず、病院実習や授業においてもさらに工夫
をしていきたい。
V　おわりに
　この新しい試みを支えて下さいました多くの皆様の
情熱と寛容さに、心より感謝いたします。また、残念
ながらお亡くなりになられた皆様の御冥福をお祈り申
し上げます。
（参考文献記載省略）
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専門的知識を高めるための試案
人工臓器部勤務の看護婦対象の問題集作成
人工臓器部 ○菅野芳雄安井　森　中本　小林　岡川
〈はじめに〉
　近年の急速な社会の流れと同じように、私達が専門
としている医学や看護学は、各分野において著しい進
歩・発達をとげつつある。
　一方、高度化、専門分化する中で、より質の高い専
門看護（知識・技術）も求められている。
このような状況の中で、専門知識、技術を身につける
ため、一連の卒後教育、職場内での教育学習があるが、
これら一連の教育学習が終了した後は、自己学習を継
続していくことで各自の成長をはからなければならな
い。
　しかし、自己学習を進める中で、その学習の成果や
程度を確認する機会をもてないことによって、学習の
方向や、知識に片寄りが生じたり、あるいは学習を継
続する意志がうすれたりすることもあり自己学習の目
的を充分果たせない可能性もあった。
　そこで、今回、一定の基準を問題集に盛りこむこと
により、知識、理解力の確認が各自で自己評価できる
のではないかと思い問題集の作成を企画してみた。
　この問題集を用いることによって、期待した効果も
得られつつあるので、問題集の内容や編集等について
紹介するとともに、いくつかの効果と問題点について、
ここに第一報として報告致します。
〈問題集作成の目的と試作にあたっての留意点〉
（目　的）系統的に整理して学んだ成果を自己評価し、
　　知識、技術をより確かなものにし、又、日本腎臓
　学会・日本人工臓器学会・日本移植学会・日本透析
　療法学会の4つの学会による、透析技術認定士認定
　試験のための模疑試験としても活用できる内容をも
　つた問題集を試作すること。
　尚、透析技術認定士認定試験は、透析医療にたずさ
　わるスタッフのレベルの向上、施設問のレベルに片
　よりが生じない．よう先に述べた4つの学会が主
　催する学会認定試験で、看護婦も受験資格を満たせ
　ば受験できる。試験は年1回行なわれ、出題数は
　午前120問、午後80問で計200問あり問題は
　試験終了後すべて回収されるため、問題は手もとに
残らない。又、このような問題集は出版されていませ
ん。したがって、この問題集は私達の手作りです。参
考資料としまして63年度の受講・受験要項を添付しま
したので参照下さい。
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表一1
透析技術認定士認定試験に関する受講・受験要項
1．資格について
（1）本試験に合格した場合に与えられる資格は、日本腎臓
　学会、日本泌尿器科学会、日本人工臓器学会、日本移植
　学会、日本透析療法学会から選出された委員により構成
　されている透析療法合同専門委員会の認定するものであ
　る。
（2）本資格は、透析療法合同専門委員会の資格審査委員に
　より有資格者と判定された者の中で、同委員会の所定の
　講習を終了したのち、同委員会の施行する試験をうけ、
　審査の結果合格した者に与えられる。
（3）受講ならびに受験の資格については、同委員会の資格
　審査委員会の内規に従って決定されるが、応募にあたっ
　ては以下の条件を参考にされたい。
　①年齢20歳以上
　②学歴中学校卒業以上
　③精神病者または麻薬、大麻、もしくはあへんの中毒
　　者、目が見えない者、耳が聞こえない者または口がき
　　けない者をのぞく。
　④腎臓に関する更生医療指定施設において、昭和62年
　　6月30日までに、下記の透析経験年数を満たす者であ
　　ること。
　　　a、看護婦（士）資格所有者一一一一経験1年以上
　　　b．准看護婦（士）資格所有者
　　　　　　　　　　　　高卒一一…経験2年以上
　　　　　　　　　　　　中卒一一…一経験3年以上
　　c．臨床検査技師一一一…一一一一一……一一経験1年以上
　　d．医用技術短大卒業一一一一一一…一一経験2年以上
　　e．大学卒業　　理科系一一・…一一一経験2年以上
　　　　　　　　　　文科系一一……一経験3年以上
　　層f．専門学校（医療系）卒業一…一一経験2年以上
　　9．高校卒業……一一一一…一…一一一一経験5年以上
　　h．中学卒業…一一一一一一…一…一一一一経験7年以上
2．講習会について
①新規応募者は必ず講習会の受講を必要とする。
②昨年度の講習会で受講した者は、本年度に限り受講を
　免除される。
③昨年度受講した者も、希望すれば本年度の講習を再び
　　受けることができる。
3．講習会期日
　昭和63年1月11日（月）～1月15日（金）大阪
　昭和63年1月26日置幻～1月30日（土）東京
　※　上記2回の講習会の内容は同一で、どちらかを選択で
　　きる。
4．試験について
期　日　　昭和63年3月6日（日）
会　場　　東京女子医科大学
（留意点）
1．問題の試作にあたって、出題の傾向に片よりが
　生じないように、出題分野をあらかじめ40のカ
　テゴリーに分け（表一2参照）おのおの各分野よ
　り各3題の問題を試作、合計120題の問題を試
　作するようにこころがけた。
2．様々な角度より評価が可能なように、上記
　以外の問題は、重要度に応じて作成、混合問題と
　し、出題数をできるだけ多くするようこころがけ
　た。（※印のついている項目よりさらに3問題出題
　した）
3．暗記だけでなく理解力の評価もできるように、
問題形式は選択肢を増したり、計算問題も多くと
　り入れるように工夫した。
4．問題を充分解くことができなかった場合には、
その問題に対する学習がその場で再学習できるよ
　うに問題は原則としてユページにつき1間作成し
　た。
表一3を参照下さい。
表一2
　1腎臓の形態と機能
※2水と電解質
※3酸塩基平衡
※4腎機能検査
5糸球体の疾患
6尿細管の疾患
7中毒性腎障害
8遺伝性腎疾患
9閉塞性腎疾患
10腎臓腫瘍、結核
11腎奇形
12特発性腎出血
13妊娠と腎臓
14膠原病による腎障害
15血漿交換療法のシス
　テムと手技
16医用材料工学
　17電気・電子工学
　18医用機器安全管理
　　工学
　19医用機械工学
※20ベッドVdドコンソールのシヌテム
　21肝不全と薬物中毒
　22アミロイド腎
　23糖尿病と腎障害
※24食事療法
25薬物療法
26日常生活の管理
※27重炭酸透析法
28アセテート透析法
29透析液と透析済再生システム
30多人数用供給装置のシXiftム
3ユ個人用供給装置のシステム
32血液吸着法のシステム・手技
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33血液濾過法のシステム・手技
34血液濾過透析のシステム
　　と手技
※35血液透析療法の実際と手技
※36腹脱透析とCAPD療法
　　のシステム
※37水処理システムと手技
※38透析中にみられる合併症と看護
39腎移植と看護
40社会福祉制度
次に問題集の中から、問抜粋しましたので参照下
さい。
問題（例題）
　NaC6の分子量として正しいものを下記より一
　つ選びなさい。
（D　42・OO
＠　42・22
＠　50・58
＠　57・OO
＠　58・OO
答（ ）
表一3
　　　　　　　　問題一72
下記のマーカー物質を分子量の大きい順に並べ
なさい。
　　　アB2一マイクログロブリン
　　　イ．　ビタミンB12
　　　ウ．ヘモグロビン
　　エ。　フフィーノス
　　オ。　塩化ナトリウム
①オ．エ．イ．アウ．　②イ．オ．エ．アウ．
③イ．オ．ア．エ。ウ．　④オ．エ．ヴイ．ア．
⑤ウ．ア．イ．エ．オ．
　　答（　　）
メモ
10％NaC4の浸透圧を求め下記より正しい答．
えを選びなさい。
（D　300mEq／L
＠　308．OmEq／L
＠　310．OmEq／L
＠　317．OmEq／L
＠　350mEq／L
答（ ）
下記の組成を持った透析液がある。浸透圧はいく
らになるか計算して求めなさい。　　　　　　　　　　　　　　　　答（　　）
　　　　　　　　　　　　　（単位：mEq／L）
Na＋ K＋ Ca＋←Mg＋←C「 c堅〕oσ一HCO7
135 2．5 3．5 1．5 106．5 8＊ 30
x　dl調整剤氷酢酸のCH3COO－2mEq／Lを含む。
問題
オームの法則として正しいものを選びなさい。
o
＠
＠
＠
＠
1一ﾘ
R　＝一　illi
R一
E一ﾌ
1一
答（ ）
1一電　流
E一電位差
R＝抵　抗
問題
　透析療法に際し、シャントの抗凝固療法として用い
られる薬剤として正しいものを選びなさい。
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①チクロピジン
②ジピタリダモール
③ヘパリンカルシウム
④アスピリン
⑤Ca拮抗剤
問題
ア．③　答（　）
イ．④・⑤
ウ．①・②
エ．③・④・⑤
」t．　＠’＠’＠’＠’＠
　高カリウム血症で不整脈がみられ透析の準備時間さ
え待てない状況時の応急処置を下記に列記した。
優先順位として正しいものを選びなさい。
①カルシウム剤の静注　　　ア．
②ブドウ糖＋インスリン療法イ．
③活性炭吸着剤の注腸　　　　ウ．
④血液透析　　　　　　　　エ．
⑤メイロンの静注　　　　　オ．
⑥角砂糖の摂取
＠e＠e＠e＠．（D．＠
＠・＠・＠・＠・＠・o
＠’O’＠’＠・＠e＠
＠’Cl）．＠e＠e＠e＠
O’＠’＠’＠・＠e＠
答（　）
問題
　透析患者の慢性的な貧血の成因の1つとして、検査
用採血とともに、ダイアライザー、血液回路内の失血
もあげられる。
　残血量の測定法として用いられる測定法を下記より
選びなさい。
　　ア．洗い出し法
　　イ．赤血球ラベル法
　　　　（5iCrなどのアイソトープ）
　　ウ．頭突糸数実算法
①7．②イ。③ウ．④アウ．⑤イ．ウ．
⑥　ア．イ．ウ。
　　答（　　）
問題
　電気回路では電圧・電流・抵抗との間にr導体に流
れる電流は導体の両端に加えた電圧に比例し、導体の
抵抗に反比例する』という関係がある。この法則を下
記の中より選びなさい。
ア．
イ．
ウ．
工．
オ．
オームの法則
キルヒホックの第1法則
キルヒホックの第2注則
ジュールの法則
アボガドロの法則　　　答（ ）
〈結果〉
　この問題集を実際活用してみることにより次のよう
な評価が得られた。
①一連の学習をしているので、わかったつもりにな
　　っていた部分が、問題を解くことによって、以外
　　と理解が充分でないことに気づかされた。
②医学は常に新しい発見や見直しなどトピックスに
　　よりぬりかえられていくため、専門雑誌や文献、
　　あるいは研究会に出席する等、新しい情報を知ら
　　ないと解けない問題もあった。
③時間が立つと以外と忘れてしまうこともあり、時
　々問題に目を通すことにより復習になる。
④自己学習のはげみになる。
⑤もっと早く作ってほしかった。
〈考察〉
　きちんとした評価を行うには、認定試験の結果をま
とめたり等、もう少し時間が必要と思われるが、結果
にみられたようにいくつかの効果を確認できた。
　一方、この問題集を試作する過程で、継続性を持っ
た自己学習の大切さは言う迄もないが、この問題を解
けるだけの内容を持った、職場内の学習会ができてい
ないことに気づかされた。
　今後、計画性のある、又、内容・企画に工夫を加え、
学習会を見直していきたいと思う。
　又、さらに、この一連の学習会の資料を整理して学習
書の作成ができれば学習書と問題集を併用しさらに大き
な効果も期待できると思うので今後の課題にしたい。
〈おわりに〉
　今日、種々の優秀な日本語版の教科書が出版されて
いるので人工透析に関する学習にはことかかない状況
が生まれている。
しかしその学習の程度を確認するのには一定の基準を
必要とする。
　この問題集は、その学習の手助けとなるように編集
した問題集です。
従って必ずしも系統的ではなく、多少の過不足もある
と思われるが、今後改善を加えていきたい。
この問題集が透析医療に従事する看護スタッフの学習
を援助し、さらに良質な透析医療が創り出されること
を念願します。
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